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多様な個人の
ウェルビーイングと未来社会
～ウェルビーイングの可視化とビジネスチャンス～
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共催：ウェルビーイング学会
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「個人最適化」領域の概要
～領域の目指すところ～

【背景】
世界は変わり、移動や商習慣・生活習慣における物理的

あるいは時間的制約からの解放が始まった。
社会の多様性が向上する中、第6期科学技術・イノベー

ション基本計画においては、「一人ひとりの多様な幸せ（
ウェルビーイング）が実現できる社会」への変革の方針が
明確に示された。
一方で、各種査等において、日本の幸福度は先進国の中

で順位が低く、かつ、下降傾向が確認されている。
ただし、従来の主観的な評価方法を中心としたアプロー

チでは、その実態が正確に把握できない可能性もあり、科
学的エビデンスに基づくアプローチが求められる。
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「個人に最適化された社会の実現」領域 領域概要

今後は人々の生活が本質的に変化していくことが予想されます。
具体的には、
移動や商習慣、生活習慣等の行動様式が、
物理的空間や時間といった制約から
解放され、変容していきます。
また、これまで十分に活躍できていなかった人材が
制約から解放され、
社会の多様性が向上していきます。

本領域では
物やサービスが多様なユーザーに
最適化された社会の実現を目指します。

場面や状況により変化する
ひとの幸福な状態を
再現性高く計測・評価する技術に
基づく新サービスの創出 幸福感

62位

令和3年：設定重点公募テーマ

領域概要
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「個人最適化」領域の概要－領域の目指すところ
【開発目標】
• 日本の国際競争力の源泉となる工学的センシング技術や、高度な情報科学に、日本ならではの人
文社会の知恵を重層した総合知を駆使して、個人ならびに集団、社会の最適な状態を適切に導く
方法の開発に挑戦する。

• その先に、様々な制約から解放された社会において、個人の心身が満たされ、いきいきとした一人ひ
とりの多様な幸せ（ウェルビーイング）を実現することと、さらには、その成果を 社会全体に広める
、新サービス創造に貢献することを目指す。

【目指す目標へのロードマップ】
• ウェルビーイングの実現という目標の達成に向けて、
段階的に研究開発を進める。

• 令和3年度は、個人のウェルビーイングを構成する多
様な要因を計測・可視化する重点公募テーマを設
定した。

• 令和4年度は、個人のウェルビーイングを高めるととも
に、集団のウェルビーイングを高める行動にも寄与す
る重要な要因に焦点を当てる。
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研究体制には、ジェンダー、年齢、地域
等の多様性を求めます。



6

令和3年度「個人最適化」領域の重点公募テーマ

 従来、ウェルビーイングの評価には、その構成要因を主観的幸福（subjective well-being）として体系化された
アンケート調査に基づいて評価する方法が用いられ、政策決定等に有用かつ信頼できる方法として実証されてきた。

 動的な変化をきめ細かく把握することは難しく、リアルタイム性に欠けるなどの課題がある。また、簡易計測による定
量方法が不在で、あいまいさが伴っている。

 新型コロナウイルス感染拡大によって社会の不安の顕在化が加速している。

場面や状況により変化するひとの幸福な状態を
再現性高く計測・評価する技術に基づく新サービスの創出

【目標】
1. 人文科学や社会科学の知見や研究方法に加え、センシングや機械学習、人工知能（AI）等の解析技術等

を重層し、個人を構成する多様な要因を計測し、動的に変化する状態を 可視化する技術を開発する。
2. 将来的にはこれらの技術を実社会に適用し、個人の動的なウェルビーイングの評価・可視化の実現に取り組む。

近年の工学や情報科学、生物学等における技術を活用し、センシングデータから
個人の最適化状態を量的に把握する方法の開発が期待されている。
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研究者
日本の宝
研究に集中できるサポート



運営統括/研究開発運営会議議長

研究開発運営会議委員（五十音順）

定藤 規弘
自然科学研究機構生理学研究所システム
脳科学研究領域心理生理学研究部門／教授

志賀 利一
オムロンヘルスケア株式会社
技術開発統括部／R&Dフェロー

志岐 幸子
関西大学大学院人間健康研究科／教授

島上 陽子
味の素株式会社グローバルコーポレート本部
経営企画部／シニアマネージャー

山本 昭二
関西学院大学経営戦略研究科／教授

前野 隆司
慶應義塾大学大学院
システムデザイン・マネジメント研究科／教授

星野 真人
本田技術研究所
先進技術研究所／チーフエンジニア

和賀 巌
NECソリューションイノベータ株式会社／シニアフェロー
東北大学大学院医学研究科／客員教授

「個人最適化」領域 研究開発推進の運営体制
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令和３年度採択課題

中澤 透
（東北大学）

中村 亨
（大阪大学）

内田 由紀子
（京都大学）

飯島 勝矢
（東京大学）

細田 千尋
（東北大学）

菊水 健史
（麻布大学）

人文社会科学

医学

情報学 IoT+AI 獣医学

脳科学

老年学

＊採択課題の()内には計測する主要な要因を示した。提案者については男性が黒字、女性を赤字とした。



未来社会創造事業について



内閣府プログラムSIPは運交金を移し替えにより、 MS、創発は基金造成により実施

JSTの研究開発事業と未来事業の位置づけ
応用研究基礎研究

ACCEL .戦略的基礎研究
CREST
さきがけ
ERATO
ACT-X

産学共同実用化開発事業
（政府出資金 H24補正予算額３８０億円

H28補正予算額120億円）

先端的低炭素化技術開発 (ALCA)

開発研究

社会的価値の創造 人文・社会・自然科学の融合

START

ムーンショット型研究開発事業（MS） （補助金により800億円の基金を造成）
戦略的イノベーション創造プログラム（第2期SIP）内閣府関連プログラム

未来社会創造事業

共創の場形成支援

A-STEP

社会技術研究開発

R4年 91億円
（R3年87億円）

POC

大学等の研究成果の技術移転

大学等発ベンチャーの創出

産学オープンプラットフォームの形成

社会・産業ニーズを踏まえたバックキャ
スト型研究開発

戦略的基礎研究の成果の加速

低炭素社会実現に向けた研究開発

自然科学と人文・社会科学の協働による社会課題の解決

戦略目標達成に
向けた基礎研究

SICORP

研
究
成
果
展
開
事
業

SATREPS SDGs達成・社会実装に向けた国際共同研究

相手国との協働による国際共同研究
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創発的研究支援事業 （補助金により500億円の基金を造成）
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「未来社会創造事業」の概要
科学技術により「社会・産業が望む新たな価値」を実現する研究開発プログラム

経済・社会的にインパクトのある目標を定め、基礎研究段階から実用化が可能かど
うか見極められる段階（概念実証：POC）に至るまでの研究開発を実施します。

国が定める領域を踏まえ、JSTが情報収集・分析及び公募等を経て重点公
募テーマを決定。斬新なアイデアを絶え間なく取り入れる仕組みを導入した研究
開発を実施。

科学技術イノベーションに関する情報を収集・分析し、現在の技術体系を変え、将来
の基盤技術となる技術テーマを国が決定。当該技術に係る研究開発に集中的に
投資。

【事業概要・イメージ】

ステージゲート

技術実証研究（１０年）
（１～４年目、
総額10.8億円

（年間2.7億円））

（５～１０年目、総額16.2億円
（年間2.7億円））

スモールスタート ステージゲート

探索研究
(３年程度、
3.5千万円上限)

本格研究
(最長５年、5.7億円上限)

･･･

重点公募テーマ①

重点公募テーマ②

探索加速型 大規模プロジェクト型

未
来
社
会

P
O
C

バックキャストによるテ
ーマ設定

企業が関心
を示す完成度
概念実証

(POC)
ステージ１ ステージ2 ステージ3

※POC（Proof of Concept/概念実証）
実用化が可能かどうか見極められる段階であり、例えば以下を想定。

・民間企業やコンソーシアム等が研究開発を引き取ることができる
・NEDO事業等の開発フェーズに移行することができる

※研究開発費：直接経費のみ ※研究開発費：直接経費のみ
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大
規
模

Ｐ
Ｊ
型

探
索
加
速
型

事 業 統 括 会 議

事業統括

渡辺捷昭
（トヨタ自動車前社長）

大規模プロジェクト型
研究開発運営会議

大石善啓
（三菱総合研究所 常勤顧問）

魚崎 浩平
（物質・材料研究機構 フェロー／
北海道大学 名誉教授）

前田章
（元日立製作所 技師長）

國枝秀世
（あいちシンクロトロン
光センター所長）

田中健一
（三菱電機 技術統轄）

長我部信行
（日立製作所ライフ事業統括本部
CSO 兼 企画本部長）

顕在化する社会課題
の解決領域

研究開発運営会議

個人に最適化された
社会の実現領域
研究開発運営会議

次世代情報社会の
実現領域

研究開発運営会議

前田英作
(東京電機大学 システム
デザイン工学部 学部長/
教授)

高橋桂子
(早稲田大学総合研究機構グ
ローバル科学知融合研究所
上席研究員/研究院教授)

和賀巌
(NECソリューションイノベータ
シニアフェロー/東北大学 医
学研究科客員教授)

運営統括

R3年度発足領域

運営統括

委員

阿部晃一
（東レ代表取締役副社長）

JST担当役員
＊職指定

江村克己
（日本電気NECフェロー）

江田麻季子
（世界経済フォーラム日本代表）

小安重夫
（理化学研究所理事）

運営体制

超スマート社会領域
研究開発運営会議

持続可能社会領域
研究開発運営会議

安全・安心社会領域
研究開発運営会議

低炭素社会領域
研究開発運営会議

共通基盤領域
（先端計測分析機器等）
研究開発運営会議



「個人に最適化された社会の実現」領域シンポジウム
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多様な個人の
ウェルビーイングと未来社会
～ウェルビーイングの可視化とビジネスチャンス～

共催：ウェルビーイング学会



開催趣旨
「一人ひとりの多様な幸せが実現できる社会」への変革
が望まれ、ウェルビーイング（幸福度）への関心が世界
的に高まっています。また、国際的な機関や世界各国の
企業が、ウェルビーイングを重要な指標として採用してい
ます。
しかし、その調査方法はアンケートを中心に主観的な記
述にとどまっています。JST未来社会創造事業では、令和
３年度（2021年度）「個人に最適化された社会の実
現」領域を設定し、従来の主観的評価方法を中心とした
アプローチに加え、科学的に計測する客観的エビデンスに
基づくアプローチにより、ウェルビーイングの実現に向けて、
研究開発を推進しています。
本シンポジウムでは、当領域におけるウェルビーイング研
究の最新状況について研究者から報告を行うとともに、
ウェルビーイングにおける取組について、ステークホルダーを
交えながら、来るべきウエルビーイングビジネスの可能性に
ついて考えます。

ウェルビーイング
日本が高いポテンシャルを保有！
グローバルに先導役を担う領域へ
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